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ることにより、自然環境を保護しつつ適正な利用を進めることが必要と考えられます。 
 

２．適正利用を図るための基本方針 
（１）適正利用推進計画により達成すべき目標 

 松仙園地区は原始性の高い雰囲気の湿原であることから、このような地域での登山

の機会を確保し、より質の高い自然体験を享受する場として持続的な利用を図ること

を目標とします。 
 

（２）利用のあり方に関する基本方針 
 原始性の高い雰囲気での登山体験を享受する場として持続的な利用を図るため、利

用ルールを設定します。また、ヒグマ生息地でもあることから、ヒグマとの軋轢を回

避のため、クマ鈴の携行なども利用ルールの中に盛り込みます。 
 松仙園線登山道の利用者は、歩道の入り口に掲出された利用ルール、注意事項につ

いて理解し、利用ルールを遵守し、利用者個人の自己責任の元で行動します。 
 

（３）自然環境の保護及び管理に関する基本方針 
 自然環境の保護を進めるため、利用ルールの設定による効果を計り、自然環境の保

護と管理を順応的に進めます。 
 定期的なモニタリングを実施し、利用による歩道周辺の自然環境への影響や、利用

ルールの設定による植生の回復などの効果の程度を確認しながら、利用ルールの内容

を見直すこととします。 
 

（４）利用施設の整備及び管理に関する基本方針 
 利用施設の整備及び管理に際しては、沿線の自然改変を極力避けるとともに原始性

の高い雰囲気を維持することに留意します。 
 歩道の施設整備については、湿原植生の保護対策を目的とした整備を中心に行いま

す。利用ルールが遵守されることを前提として、湿原等への負荷を抑えるために施設

の規模は最小限に抑えます。 
歩道の管理については、大雪山国立公園登山道管理水準においては、現在、松仙園

線登山道は非適用区間となっていますが、大雪山グレード４相当の管理水準で、大雪

山国立公園登山道整備技術指針に基づき行うこととします。 
 

３．利用ルールに関する事項 
（１）対象の区域 

歩道の管理の対象とするのは松仙園線道路（歩道）事業の事業執行区域内（別添）

とします。 
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（２）対象の期間 

 本計画では、毎年６月 10 日から 10 月 31 日までを対象とします。この計画期間の

うち、季節毎の登山道の状況に応じ「融雪期」（６月 10 日から７月 13 日まで）、「無

雪期」（７月 14 日から９月 30 日まで）、「降雪期」（10 月１日から 10 月 31 日まで）、

の３つに区分します。 

「融雪期」及び「降雪期」の期間においては、湿原や登山道への影響の程度が大き

いため、自然環境の保護のため供用しません。 
 これらの期間の見直しや湿原や登山道への影響の程度の状況を踏まえて、見直しを

検討することとします。 
なお、計画対象期間以外の期間は、積雪により歩道が雪の下に埋まっているため、

歩道の管理は行いません。 
 

 
（３）利用のルート 

利用ルートは原則として、松仙園登山口から松仙園、四ノ沼、八島分岐への一方

通行とします。必要最小限の施設整備により植生を保護するため（７．②参照）一

方通行とし、原始性の高い溶岩台地上の高層湿原の後背に火山（旭岳）を望むとい

った松仙園地区の特徴的な景観を探勝することが可能なように、上り一方通行とす

るものです。 
 
（４）利用者の指導 

松仙園地区に、外部から動植物を持ち込むことがないよう、衣服、靴などに付着

した種子及び土壌の除去に努めるよう指導します。 
ヒグマとの突発的な遭遇を避けるため、クマ鈴又は笛を携行するよう指導する。

ただし、常に一緒に行動する者が携行している場合は、この限りではありません。 
湿原等の植生を踏み荒らすことのないよう、歩道以外の区域に立ち入らないよう

指導する。ただし、緊急回避等やむを得ない理由がある場合にはこの限りではあり

ません。 
 

 
４．モニタリング、モニタリングの評価及び計画への反映に関する事項 
（１）指標の設定 

① 自然環境の状態 

 松仙園地区では、三ノ沼、四ノ沼の湿原域において過去の登山利用による踏圧を受

け、一部無植生の箇所が見られ、ミタケスゲなどの代償植生に置き換わっている範囲
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